
第４章
俳句の応用

ここでは俳句を活用するための応用方法を学
びます。
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第４章
～俳句の応用～

第４章では、俳句を応用するにはどんな方法があるのか
説明してゆきます。



この三つのポイントを中心に説明してゆきます。

俳句の応用とは

「時候の挨拶」 「手紙文」 「タイトル」
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第４章
～俳句の応用～
No２ 手紙文

俳句は、日本特有の分野の一つなので知らないとこ
ろで日常のいたるところに自然に活用されています。



俳句の応用とは？

俳句を日常の生活にどのように
生かしているのかということです。

言葉は日々変化しますが、変わらない日本の良さや特徴など

日本語の懐かしさを思い出させてくれるのが俳句です。

例えば手紙文などは、日常の会話が集約されて要点を端的にま
とめて書かれています。凝縮性の強い俳句の言葉は上手く手紙
のどこかに折り込まれていることが多いものです。
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例：柚子湯

風邪などひかないように柚子湯に入って体を温めて下さ
いね。では、また来月に。

例：年用意

ご無沙汰いたしておりますが、早くも年用意の時期とな
りました。お元気でお過ごしでしょうか。

年用意：年末になるとお正月の準備をします。年用意は冬の季語。

柚子湯：冬至の日に風呂に柚子を浮かべて湯に入り無病息災を祈る。
柚子湯は冬の季語。



それでは次回は～俳句の応用～より「タイトル」
についてです。お楽しみに！
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